
 農業科 ・ 生物工学（園芸）科 ・ 生活（食と生活）科が授

業で生産した農産物は，毎週火曜日と木曜日の 14時から

15時まで，本校敷地内で販売を行っています。 

多いときには 20 品目を超える新鮮な旬の品物やこだ

わりの生産物が並びます。また，時期によっては 30 人ほ

どのお客様に並んでいただくこともあり，本校の生産物

への期待や信頼を感じる場でもあります。 

農高市は生徒の販売実習も兼ねており，生徒がお客様

と直接対面する貴重な機会です。お待たせしないよう手

早く・確実にと考えると緊張してしまうようですが，直

接ふれあうことの出来るこの実習を，楽しみにしている

生徒も多いようです。 

 販売時間には校門前に緑の「農高市」ののぼりがでま

す。見かけたらぜひお立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性教育講演会   ［７月  ７日（火）］ 

吹奏楽部コンサート［７月１３日（月）］ 

クラスマッチ  ［７月１７日（金）］ 

四大講習会   ［７月２１日（火）２２日（水）］ 

夏期補習 ［７月２７日（月）～７月３１日（金）］ 

鹿児島県立 

鹿屋農業高等学校 
教務部広報係発行 

令和２年度７月号 ホームページ スイートコーン 

農業科 食と生活科 

低圧電気取扱い特別教育 

田植え実習 

部活動紹介 ～青春１００%～ 

 私たち吹奏楽部は，３年生２名，２年生１名，１年生

１名の計４名で活動しています。顧問の泉先生と外部指

導者の森﨑さんのご指導のもと，日々練習に一生懸命取

り組んでいます。「みんなが楽しめる演奏」を目標に，一人

でも多くの人に私たちの演奏を聴いていただけたらいい

なと思っています。保育園や老人ホーム，お祭りなど活

動の場もどんどん広がり，今年度から部に昇格すること

ができました。７月には３年生の引退コンサートとして

中庭での演奏会，また来年２月には定期演奏会を行う予

定なので，ぜひ聴きに来てください。一緒に活動してく

れる部員を募集しているので，声をかけてください！ 

 

農高市へようこそ 

主な行事予定 

 農業機械科３年生は，６月４日から２日間低圧電気取扱い特

別教育を受けました。目に見えない電気についての学習で家庭

用100Ｖでも感電死すると知り普段にも増して真剣に受講して

いました。機械以外の分野へも知識の幅が広がりました。 

６月 19 日に農業科１・２・３年生で田植え実習を行い

ました。例年は全学科１年生と農業科２・３年生で行っ

ていますが，今年度はコロナウイルスの関係により規模

縮小し実施しました。田植えの指導は農業科水田班が行

い，雨の予報でしたが田植えをする時間は雨がやみ，無

事に田植えを終えることができました。 

農業科の１年生は２・３年生と一緒に実習をする初め

ての機会でした。今回の体験を通し高校生という集団の

一員としての自覚を深めて，友達や先輩方との距離が少

しでも縮まればと思います。 

吹奏楽部 

目標「みんなが楽しめる演奏」 

卒業生による教育実習 

普通校では学べないことがたくさん学

べる学校です。 

学校生活や部活動，学校行事を通し

て，たくさんの仲間と，たくさんの思い

出をこの学校でつくりましょう。 

平成 29 年に農業機械科を卒業し，現在，九州保

健福祉大学のスポーツ健康福祉学科の４年生の猪

野直樹先生（第一鹿屋中出身）が教育実習に来まし

た。 

猪野先生は，保健体育の教員になることを目標

に，大学で勉強に励んでいます。大学の同級生は，

社会福祉士やスポーツトレーナー，薬剤師，臨床工

学技士などを目指しています。 

高校時代は野球部で汗を流し，指定校推薦を獲

得するために，勉強を頑張ったそうです。 

 鹿屋農高の後輩や，受験を考えている中学生に

向けて，メッセージをもらいました。 

水田班が説明をし，全員で田

植えを行いました！ 

鹿屋農業高校では，農業に限らず，様々な資格取得

の勉強をすることができます。 

感謝の気持ちをこめて 

丁寧な対応を心がけています 

開始前から列ができることも 


